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
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１．神奈川県観光協会の歴史
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２．DMOとは何か
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• 「Destination Management Organization」の略語であり、日

本語では「観光地域づくり法人」と定義される。

• 広域連携（地方ブロック）/地域連携（都道府県）/地域（市区

町村）の三種類のDMOがあり、それぞれでマネージメント範囲

が異なる。

１．定義（観光庁）

① DMOを中心に観光地域づくりを行うことについて、地域の多

様な関係者との合意形成を図る。

② 観光に資するデータの継続的収集･分析、データに基づく戦略

策定、ＰＤＣＡサイク ルの確立など。

③ 観光資源磨き上げ、受入環境整備等の着地整備の取組推進。

④ 各種観光関連事業と戦略の整合性・調整、プロモーション実施。

２．機能

• 「観光地域づくり」の「司令塔（舵取り役）」である。

• 地域の民間事業者（農・漁、商工、宿泊、交通、文化、飲食、

他）などの多様な関係者と連携を取り、また、主体的な参画を

促していく。行政とは役割を分担して地域の観光振興を推進し

ていく（例えば、専門的なマーケティング、コンテンツ開発・

磨き上げはDMOが担当するなど）。

３．位置付け

• 地域と旅行者がメリットを享受する持続可能な観光地を実現。

• 災害等には来訪者への情報発信や安全・安心対策にも取り組む。

４．ミッション



２．DMOとは何か
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DMOは・・・多様な関係者と共

に「観光地域づくり」を推進し

ていく組織（舵取り役）

データ分析などに基づいて戦略

を推進する点も従来の観光組織

との違い

全国の観光協会等は約1,700団

体、R5年9月現在で登録DMO

は282団体と限られた存在

「観光地域づくり」を推進する

には、特に、事業者を含む地域

関係者を巻き込んだ情報共有・

合意形成が重要です



３．神奈川県との連携強化の状況
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≪具体的活動≫
 かながわDMO定例（2回/月）に神奈川県国際文

化観光局観光課戦略グループの2名が定例参加。

 第５期神奈川県観光振興計画をベースに、かなが

わDMOの将来価値議論など、根本的な議論に加

わっている。

 従来の理事会総会等はもちろん、事務局⾧会議・

インバウンドファムトリップなど、今期新設した

イベントにも参加し、アドバイスを頂いている。

第5期神奈川県観光振興計画での位置付け



４．かながわDMOの理念・課題設定
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かながわDMOのメインコンセプト・理念（何を目指す組織なのか）



４．かながわDMOの理念・課題設定
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４．かながわDMOの理念・課題設定

8



４．かながわDMOの理念・課題設定
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Ⅰ. 組織強化・環境整備

✔取組みを強力に推進するため、組織の進化

✔スピーディーに推進するための環境整備

（行政との関係構築・役割の明確化）

Ⅱ. 課題設定・戦略・具体施策

✔観光消費拡大に向けた課題設定

✔課題解決のための戦略立案

✔具体的な施策の検討・実施

KGI（「Key Goal Indicator」重要目標達成指標）

観光消費額1.2兆円 ＝神奈川県観光振興計画 （令和５年３月策定）

目標達成に向けた今後の打ち手、これまでに進めている取組み

具体的な数値目標

DMO法人登録

県観光振興策を一体で推進する役割

観光地経営の高度化サポート

旅行者の県内周遊性の向上

観光人財の育成と斡旋

県内観光地SDGs化支援



各地域との連携を強化

⑤受入体制整備（ハード面/人材面）

４．かながわDMOの理念・課題設定
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課題設定・戦略・具体施策

観光地域づくり・観光地経営の課題の切り口

③マーケティング・コンテンツ磨き上げ

②プロモーション・情報発信

④観光政策と経済政策との連動性

⑥地域住民の生活への影響と共生

①周辺市町村・県/事業者/住民との連携

観光コンテンツ開発

オーバーツーリズム対策の検討

各地域との合意形成・連携

データによるマーケット分析 DMO

関係各所との多岐に渡る議論

消費の創出（アンテナショップ）



５．観光DI調査から見える観光事業者の姿
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≪神奈川県中小企業診断協会と連携し、観光DI調査プロジェクトを推進（神奈川県景況感調査）≫

• 県内の観光関連事業者を対象に観光の景況感を調査する。
• 景気判断の背景にあるマーケットトレンド（観光動向）を分析し、

誘客等の気付きを各地域に横断的に展開する。
• 四半期毎で調査を実施、年4回を想定している。

概要

• 従来は見えなかった観光事業者の現在の事業動向が把握し、事業

者、行政などの関係各所へ共有する。

• 観光市場での課題の動静を把握し、情報共有、対策を検討する。

目的・成果



５．観光DI調査から見える観光事業者の姿
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≪神奈川県内の観光関連事業者の景況感（第2回神奈川県景況感調査より）≫
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• 県央・県北の現在の景況感、2024年の見通しがやや厳しく、他2エリアと傾向が異なる。

• コロナ禍からのリベンジ消費の継続、インバウンド再開の追い風によってマーケットの回復が更に進むとのポジティブな見通しがある
一方で、材料費や光熱費の高騰や人件費の高騰、物価高による消費抑制が引き続き業績のブレーキとなり、2024年は更にそれらが加速
すると言った懸念を持つ事業者も確認できる。



５．観光DI調査から見える観光事業者の姿
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≪神奈川県内でのオーバーツーリズムの状況（第2回神奈川県景況感調査より）≫
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• 県東・湘南、県西ではオーバーツーリズムの発生が確認できるが、
現時点では認識が割れていることが分かる。

• 公共交通機関の混雑、道路渋滞、民間交通の不足がオーバーツーリ
ズムのメインテーマ。

• 県西では交通の問題がより高く、県東・湘南では街中の歩行者の混雑、観光施設や
公園などの混雑、ゴミなど街中の環境悪化、旅行者のマナーの悪さが問題に。



６．人流分析/空間統計から見える観光客の動き
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自治体観光客分析に特化した
人流モニタリングツール

全国3000万のGPSデータ解析
県内2000か所の来訪スポットを登録済

かながわDMOメンバーによる分析
OR

利用アカウント付与により
各観光協会が自ら分析

・課題設定
・効果検証

打ち手を実行、効果検証

「いつ」「どこに（来訪スポット）」「どういった属性（性別・年代）の人」が、「どこから（居住地）」「どこへ」来訪したのか可
視化、分析による課題設定および達成したい効果の検証を伴走します



どこの都道府県から
の来訪者が多いか？
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小田原城址公園に

神奈川県以外から

最近1年間の土休日で

６．人流分析/空間統計から見える観光客の動き（どこから）

発地分析



20代が来訪する
神社・寺院は？

６．人流分析/空間統計から見える観光客の動き（どんな属性が）
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鎌倉市の
神社・寺院に

20代

最近1年間の土休日で

属性分析



６．人流分析/空間統計から見える観光客の動き（どこへ向かう）
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横浜市の
関内駅に来訪

横浜市の
中区を周遊

関内駅に滞在し
た来訪者が近隣
で周遊している
場所はどこか？

スポット間周遊



６．人流分析/空間統計から見える観光客の動き（伴走による分析例）
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 猛暑の2023年、海水浴場の人流につ
いて対前年比較を実施。

 実際には昨年よりも減少していた。

 近隣のレンタルバイク利用や駐車場
の状況から「昨年よりも減少してい
る」との想定をデータによって立証



６．人流分析/空間統計から見える観光客の動き（オーバーツーリズムへの対策）
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※現在は神奈川県観光協会内のみで利用可

どこの場所に密集しているのか？ どこの国籍が多いのか？

月別の推移は？



７．インバウンド向けファムトリップ
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• 観光消費額が高い層や、パシフィコ横浜で開催されるMICE出席者を対象
とした高付加価値商品の造成

• 造成された商品は、パシフィコ横浜と連携し商品化するほか、東京都内の
高級ホテル、日本国内のランドオペレーター、海外現地旅行会社と共有し、
商品販売を行う

概要

・メルシャン工場見学ツアーの検証
・大山阿夫利神社にて「石尊ナイトディナー」プログラムを検証

実施スキーム



７．インバウンド向けファムトリップ
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•
•
•



７．インバウンド向けファムトリップ
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テーマ :阿夫利神社が運営するカフェで特別にバータイムを開催。さらに相模平野の夜景も楽しめる!
概要 :1泊2日の阿夫利神社の景色と文化、宿坊を楽しむツアーである。2日目午前中はこま最中体験!

プランの狙い・ストーリー
• 神社の参拝方法、大山こまの歴史、和菓子作りなどを経験する上で、日本人でもなかなか体験出来る機会がない、阿夫利神社でのナイトディナーを楽しむ。相模平野の夜景を楽しみなが
ら旅行者同士と宮司と関わる機会でもある。

タイトル:阿夫利神社ナイトディナープログラム ～境内のカフェ“石尊”を貸切!～



７．インバウンド向けファムトリップ

23



８．各観光協会との情報共有
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年間４回実施
主要観光協会と県内事業者が参加

鎌倉、箱根、藤沢、伊勢原の各観光協会⾧が参加

県外観光展協議会
神奈川県共同観光キャンペーン
地域の協議会（地域の観光協会）
※年間２～３回程度のイベントを実施。

概ね、年に3回開催
主要観光協会の事務局⾧などが参加
※今年度は7月31日（火）、11月13日（月）に実施



≪各地域の成功事例などを横断的に収集し、県内での横連携を強化する≫
ベストプラクティスを共有する「学び合う場」の新規設置。

８．各観光協会との情報共有
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• 神奈川県は観光資源の宝庫。多種多様な事例が日々発生しています。

• 一方で発生する各種の課題には、横連携で対応していきたい。

• 情報共有・横展開により・・・

①県内観光組織が共に協力して成⾧していく

②他地域での成功事例を横展開して各地域と知見を共有

③かながわDMOがハブになることで連携を円滑化する

概要



８．各観光協会との情報共有
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令和5年 第2回事務局⾧会議 in

15：00～ 開会の挨拶

15：10～ 各協会が抱える課題
・会員の維持・拡大・関係性構築
・財源確保の取組み

15：40～ 人流分析の実施事例
・平塚：花火大会・湘南ひらつか七夕まつり
・三浦：海水浴場

16：00～ 周遊に関するワークショップ
・人流分析を用いた来訪者属性の議論（性年代・発地）

・エリアで発生している周遊の議論
・周遊促進検討の進め方の議論

17：30～ 懇親会

15：00～ 開会の挨拶

15：10～ 各協会が抱える課題
・会員の維持・拡大・関係性構築
・財源確保の取組み

15：40～ 人流分析の実施事例
・平塚：花火大会・湘南ひらつか七夕まつり
・三浦：海水浴場

16：00～ 周遊に関するワークショップ
・人流分析を用いた来訪者属性の議論（性年代・発地）

・エリアで発生している周遊の議論
・周遊促進検討の進め方の議論

17：30～ 懇親会

各地域での会員維持等、財源確保に関する
取組みを集約・共有

平塚・三浦での活用実績、結果の受止めな
どを報告、各地域に具体例を発信

データを基に議論して体験する、周遊の進
め方についての発想・アイデアを収集

議論結果、不足データを補完してレポーティング

◆後日、各地域へフィードバック

◆第3回事務局⾧会議へつなぐ



９．オーバーツーリズム対応
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•

•



９．オーバーツーリズム対応
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■構成員
 国土交通省関東運輸局
 神奈川県、鎌倉市、藤沢市
 江ノ島電鉄(株)、湘南モノレール(株)、京浜急行バス(株)
 (公社)神奈川県観光協会
 (公社)鎌倉市観光協会、 (公社)藤沢市観光協会

■概要
 国土交通省関東運輸局が事務局となり、鎌倉市・藤沢市エリア

におけるオーバーツーリズム未然防止・抑制に向けた施策・取
組の検討・実施を行う。

 令和５年11月６日に第１回を開催し、今後も継続して開催す
る予定。

鎌倉市・藤沢市エリアにおける
オーバーツーリズム未然防止・抑制に向けた協議会



10．今後のDMOの体制
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■幅広いステークホルダとの連携により戦略を推進して行く



11．今後の安定財源の確保
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• アンテナショップ「かながわ屋」（そごう横浜店内、県の委託事業）

• 神奈川県内の特産品の販売をベースに、イベントを通じて販売増を図る

• 箱根町や箱根DMOとも連携した「箱根パーク＆ロープウエイ」などの地域の渋滞対策にも寄与

• 既存の駐車ニーズ以外の掘り起こしにより、戦略的に収益増につなげる

• 「寄附金制度」が承認され、かながわDMOの活動成果を踏まえた寄付金を募ることが可能になった

• その他、クラウドファンディングの検討など自主事業だけでなく多様な収益源を確保することを目指す

アンテナショップ「かながわ屋」物産販売収入の推移

令和３年度令和４年度令和５年度（見込み）

127百万143百万139百万



12．かながわDMOが目指す姿

31

かながわDMOのミッション

賃金アップ賃金アップ

神奈川県観光の消費拡大

労働環境の向上労働環境の向上

働きがい・誇り働きがい・誇り

神奈川観光の消費拡大を更に加速

Mt.Fuji

S hizuokaS hizuoka

K anagawaK anagawa

Y amanashiY amanashi

「観光に県境は無い」
最大級の観光資源「富士山」を中核とした観光経済圏を目指す
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令和５年度「かながわDMO」活動費用について （参考資料）

令和５年度からかながわDMOは地域連携DMOとして活動をしております。
使用経費は、理事の皆さまにも都度ご確認をいただきながら、進めさせていただきます。

（１）かながわDMO データ分析等運営経費
・データ分析・マーケティング等アドバイザー経費【2023年4月から2024年3月まで】
＠２５０千円×延べ３名（４月から１名／１２か月 、７月から２名／９か月）
合計 ７，５００千円（業務委託費・予備費で予算計上済み）

・ディスカッション（月２回）の会議費【2023年4月から2023年11月2日まで】
年度当初から １２回 会議費 ２４，８８０円

［参考］
かながわデジタルスタンプラリー【2023年8月】
県内の広域周遊に関する取組として、デジタル
でのスタンプラリーを実施しました。

経費：１，５２０千円（県外誘客事業費）
（システム整備 １，２６１千円）

（２）新しい事業への投資
伊勢原ファムトリップの実施【2023年11月6日実施】
旅行会社６名、メディア２名、国際会議関係５名 合計２１名
参加料：７０，０００円
実施経費：１７６，０００円（※地元の多大なご協力で最低金額）
差引：１０６，０００円（支払使用料）

（１）＋（２）＝７，６３０，８８０円（自主財源での負担）
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